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第１章 総則 

（目的） 

第１条 瀬戸市立瀬戸養護学校（以下「学校」という。）は、学校教育法

（昭和２２年法律第２６号。以下「法」という。）第７２条の規定に基

づき、肢体不自由者に対して、小学校、中学校及び高等学校に準ずる教

育を施すとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を

図るために必要な知識技能を授けることを目的とする。 

第２章 部の設置、修業年限等 

（部の設置） 

第２条 学校には、小学部、中学部及び高等部を置く。 



（修業年限） 

第３条 各部の修業年限は、次のとおりとする。 

 小学部 ６年 

 中学部 ３年 

 高等部 ３年 

（定員） 

第４条 高等部の定員は、２４人とする。 

（職員組織） 

第５条 学校の職員組織は、法及び学校教育法施行規則（昭和２２年文部

省令第１１号）に定めるところによる。 

第３章 学年、学期、休日及び休業日 

（学年） 

第６条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（学期） 

第７条 学年を分けて次の３学期とする。 

 第１学期 ４月１日から８月３１日まで 

 第２学期 ９月１日から１２月３１日まで 

 第３学期 １月１日から３月３１日まで 

（休日及び休業日） 

第８条 休日及び休業日は、次のとおりとする。ただし、校長は、特に必

要があると認めるときは、これを変更することができる。 

⑴ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する

休日 

⑵ 日曜日及び土曜日 

⑶ 学年始休業日（４月１日から入学式の前日までとする。） 



⑷ 夏季休業日（７月２１日から８月３１日までの間において校長が定

める。） 

⑸ 冬季休業日（１２月２４日から翌年１月６日までの間において校長

が定める。） 

⑹ 学年末休業日（３月２１日から同月３１日までの間において校長が

定める。） 

⑺ 前各号に定めるもののほか、瀬戸市教育委員会（以下「教育委員

会」という。）が指定した日又は校長が特に休業を必要と認め、教

育委員会の承認を得た日 

第４章 教育課程、授業時数等 

（教育課程及び授業時数） 

第９条 学校の教育課程及び授業時数は、特別支援学校小学部・中学部学

習指導要領、特別支援学校高等部学習指導要領及び教育委員会が別に定

める基準に基づき、校長が編成する。 

（授業終始の時刻） 

第１０条 授業終始の時刻は、校長が定める。 

第５章 入学、休学、転学、退学等 

（入学期） 

第１１条 入学期は、毎学年の始めとする。ただし、特別な事情がある場

合は学年の途中に入学を許可することができる。 

（入学資格） 

第１２条 入学することができる者は、特別の事情がある場合を除くほか、

瀬戸市内に住所を有し、かつ、学校教育法施行令（昭和２８年政令第３

４０号）第２２条の３に定める肢体不自由者であって、次の表の左欄に

掲げる部ごとに同表当該右欄に掲げる資格を有する者とする。 



部 資  格 

小学部 小学校に就学すべき者 

中学部 中学校に就学すべき者 

高等部 高等学校に入学できる者 

（入学願の提出） 

第１３条 小学部及び中学部に入学を希望する者は、入学願（第１号様

式）を校長に提出しなければならない。 

（入学願書の提出） 

第１４条 高等部に入学を志願する者は、入学願書（第２号様式）を校長

に提出しなければならない。 

（入学の許可） 

第１５条 小学部及び中学部については、入学願を受理して校長が許可す

る。 

２ 高等部については、入学願書を提出した者の中から教育委員会の定め

るところにより、校長が許可する。 

（身上事項の異動） 

第１６条 児童生徒又はその保護者は、住所、氏名その他の事項に異動が

生じたときは、速やかに校長に届け出なければならない。 

（欠席の届出） 

第１７条 児童生徒が病気その他の事由により欠席するときは、校長に届

け出なければならない。この場合において、欠席が７日以上にわたると

きは、医師の診断書その他の事由を証する書類を添えて行わなければな

らない。 

（休学、転学及び退学） 

第１８条 高等部の生徒が休学若しくは退学又は児童生徒が転学しようと



するときは、その事由を付して保護者連署のうえ、校長に願い出なけれ

ばならない。 

２ 休学、転学及び退学は、前項の規定による願い出に基づき、校長が許

可する。ただし、校長は、教育上必要と認めたときは、高等部の生徒を

休学若しくは退学又は児童生徒を転学させることができる。 

第６章 課程の修了及び卒業の認定 

（修了及び卒業） 

第１９条 課程の修了又は卒業の認定は、平素の成績を評価して校長が行

う。 

（卒業証書） 

第２０条 校長は、卒業を認めた児童生徒に対し、教育委員会の定めると

ころにより卒業証書を与えるものとする。 

第７章 雑則 

（委任） 

第２１条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育委員会の承認を得て

校長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第１２条から第１５条までに規定する行為は、この規則の施行の日前

においても行うことができる。 

 

 

 



第１号様式（第１３条関係） 

 

入学願 
小学部 ・ 中学部 

※受付番号  

  年  月  日  

瀬戸市立瀬戸養護学校長 殿 

本人氏名  

保護者氏名           印 

本人 

(ふりがな) 

氏名 

(       )  
        男 

・（  年 月 日生） 
        女 

現住所 

〒       (電話            ) 

在学校(園) 

又は 

出身学校(園) 

 

 

 

保護者 

(ふりがな) 

氏名 

(          )  

           本人との続柄(    ) 

現住所 
〒         (電話                ) 

（備 考） 

１ 小学部・中学部の別、男女の別についての箇所は、該当項目

を○で囲んでください。 

２ ※印の欄は記入しないでください。 

 



第２号様式（第１４条関係） 

 

 

入学願書 
高等部 普通科 

※受付番号  

  年  月  日  

 瀬戸市立瀬戸養護学校長 殿 

本人氏名  

保護者氏名           印 

本人 

(ふりがな) 

氏名 

 
(        )  
         男 

・（   年 月  日生） 
         女 
 

 

出身学校 

 
卒  業 
     

学校   年 月 日 

卒業見込 

現住所 
〒       (電話             ) 

保護者 

(ふりがな) 

氏名 

(          )  

           本人との続柄(    ) 

現住所 
〒         （電話                 ) 

（備 考） 

１ 男女の別、卒業・卒業見込別についての箇所は、該当項目を

○で囲んでください。 

２ ※印の欄は記入しないでください。 


